
関東大震災の復興事業が終わりつつあった

1929年、今和次郎たちは『新版大東京案

内』を出版した。その内容は、今の「動き」

の都市論と1923年以降のモダン東京風俗研

究である「考現学」の混成であり、またそれ

は「動く東京」というイメージを描いた案内

書でありながら、東京住民、いわば「都会

人」を育てる啓蒙書でもあった。

本発表では『新版大東京案内』の分析を通

じて、近年注目されつつある「惑星論」「惑

星都市論」を批判的にとらえ返し、都市を

「動き」として論じていた今和次郎が、すで

に「惑星都市論」の視点から東京を描いてい

たことを明らかにする。


